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　編集長/段躍中

9月19日に閉幕した中
国共産党第十六期中央委
員会第四回全体会議。共
産党トップに13年間、軍
のトップに15年間君臨し
た長老、江沢民が中央軍
事委員会主席を辞任し、
後任に胡錦濤副主席（段躍
中撮影）が昇格した。胡錦濤
はこれで党総書記、国家
主席、軍委主席の三権を
完全に掌握。毛沢東、�
小平、江沢民に次ぐ第四
世代の核心指導者として
の地位をようやく固め
た。党総書記就任から二
年、江沢民という重石の
存在によって実質的権力
の掌握ができなかったた
め、胡錦濤が目指す政策
はまだ明確になっていな
い。内政・外交ともに真
の胡錦濤カラーが打ち出
されるのはこれからだ。

岡部達味・前日中友好2 1 世紀委員会日本側座長
北川文章・（財）霞山会理事長
佐藤嘉恭・元中国駐在日本大使
白西紳一郎・（社）日中協会理事長
朱建栄・東洋学園大学教授
仙谷由人・民主党政策調査会長
高井潔司・北海道大学教授

対日関係では江沢民が
ことあるごとに歴史問題
を持ち出し、反日的イ
メージが強かったのに比
べ、胡錦濤は未来志向の
実務的な対日政策に取り

組むだろうと期待されて
いる。だが、胡錦濤自身
が対日政策を公に語った
ことはほとんどなく、ど
のような方針を打ち出す
のかは不透明な部分が多
い。日本の将来にも重大
な影響を及ぼす胡錦濤の
対日政策とは如何なるも
のか。胡の対日観はどこ
から生まれ、どこへ向か
おうとしているのか。こ
れまで公表された言動か
ら探ってみたい・・・（鈴
木・第一章より）

馮昭奎・
前中国社
会科学院
日本研究
所副所長
の初めて
の日本語
著書『中国
の「対日新
思考」は実
現できる
か―「対中
新思考」の
すすめ』が
10 月に本
社より刊
行された。
この本
は酒井誠・
社団法人
日中友好
協会事務
局長監訳、
村田忠禧・
横浜国立
大学教授
ら五人訳。
推薦者は
下記の通
りである。

高野孟・ジャーナリスト
谷口誠・早稻田大学教授
谷野作太郎・前中国駐在日本大使
西忠雄・日中経済ジャーナリスト
矢吹晋・前横浜市立大学教授
劉進慶・東京経済大学名誉教授
凌星光・福井県立大学名誉教授（五十音順）
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